
 

 

整形外科 

上田 孝文 

 整形外科は運動器疾患全般を扱う専門科であり、頚部・体幹から四肢・手指・足趾先端に至るま

でその範囲は広い。また人口の高齢化に伴い、運動器疾患を有する患者数は増加している。当科で

は、１）関節外科（主として股関節・膝関節）、２）脊椎外科、３）骨・軟部腫瘍、４）小児整形

外科の 4 つの領域を中心に、各種運動器疾患に対する高度な専門医療を行っているが、骨折など一

般運動器外傷についても可能な範囲で、当院総合救急部や地域医療連携室を通じて近隣の整形外科

診療所・病院とも連携しながら診療体制を整えている。 

専門領域のうち、骨・軟部悪性腫瘍（肉腫）に対しては大阪大学整形外科腫瘍グループの基幹施

設として、専門病理医との密接な連携による正確な病理組織診断を行い、術前・術後の全身補助化

学療法、放射線療法、腫瘍広範切除術および各種患肢再建術を組合せた集学的治療体系を駆使し、

生命予後の改善を図ると共に良好な術後患肢機能の再建に取組んでいる。 

 小児整形外科の分野では、先天性股関節脱臼や先天性内反足などの乳児期までに多く見られる疾

患から、ペルテス病・大腿骨頭すべり症・脳性麻痺患者の足部変形・その他の四肢先天奇形など幅

広い小児整形外科疾患に対して高度の専門的治療を提供している。また種々の骨系統疾患の症例集

積が進んできており、とくに骨形成不全症に対する最小侵襲手術（MIS）としての経皮的髄内釘挿

入固定術の開発により、本疾患の治療体系整備を行ってきた。さらに二分脊椎症例に対しては、脳

神経外科や泌尿器科とも連携をとりつつ、整形外科的問題点とくに下肢の麻痺に伴う足部変形や股

関節脱臼に対する外科的治療およびリハビリテーションに取組んでいる。 

 また我が国の急速な人口高齢化に伴い、患者数が増加している関節外科の分野においては、コン

ピュータ支援下での術中ナビゲーションを用いた低侵襲でより精度の高い人工股関節全置換手術

を導入し先進医療として推進するとともに、術後の早期社会復帰を目指した最小侵襲手技（MIS）

による人工膝関節全置換術の開発・導入も積極的に行っている。さらに脊椎外科分野においても、

前方・後方からの脊髄・神経根除圧に加え、各種脊椎インストルメンテーションによる固定手術も

積極的に併用し、早期離床・スムーズな社会復帰を図れるよう専門治療を行っている。 

 これらの高度な整形外科専門診療レベルを維持し、今後さらに発展させるべく、治療成績を解析

し学会発表や論文報告も積極的に行っていくとともに、整形外科専門医を目指す若手スタッフ・レ

ジデントの一般整形外科診療を含む教育や手術トレーニング、医学部学生に対するクリニカルクラ

ークシップも重視していくことにより、臨床診療・研究・教育においてバランスの取れた運動器疾

患に対するレベルの高い専門診療科を目指している。 
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第 38 回日本股関節研究会、鹿児島、2011 年 10 月 

 

中原一郎、許太如、三木秀宣：大骨頭径メタルオンメタル人工股関節全置換術の早期臨床成績。第

38 回日本股関節研究会、鹿児島、2011 年 10 月 

 

三木秀宣、津田晃佑、菅野伸彦：四次元動作解析システムの人工股関節置換術後脱臼予防治療への

応用。第 38 回日本臨床バイオメカニクス学会、神戸、2011 年 11 月 

 

許太如、三木秀宣：THA術前患者の臥位立位骨盤傾斜とその変化についての検討。第 5 回日本 CAOS

研究会、大阪、2011 年 9 月 

 

中原一郎、高尾正樹、板東 舜一、菅野伸彦：新しい炭素繊維強化 PEEK 材の表面 HAコーティン

グ法と骨固着評価。第 498 回日本人工臓器学会、東京、2011 年 11 月 

 

中原一郎、高尾正樹、板東 舜一、菅野伸彦：新しい炭素繊維強化 PEEK 材の表面 HAコーティン

グ法と骨固着評価。第 26 回日本整形外科基礎学術集会、前橋、2011 年 10 月 

 

玉城雅史、富田哲也、山崎隆治、椚座康夫、二井数馬、川島邦彦、清水憲政、栗田正浩、吉川秀樹、

菅本一臣：術後運動解析から見た手術への提言。第 3 回日本関節鏡・膝・スポーツ整形外科学会、

札幌、2011 年 7 月 

 

飛松秀和、青野博之、黒田昌之、古家雅之、上田孝文：広範囲後方除圧固定術術後深部感染に対し

持続灌流術が奏功した一例。第 20 回日本脊椎インストゥルメンテーション学会、久留米、2011 年

10 月 

 

中瀬尚長、北野元裕、上田孝文、樋口周久、吉川秀樹、濱田雅之、廣島和夫：複雑足部変形に対す

る足根骨 3 次元延長による治療経験。第 25 回日本相が固定・骨延長学会、東京、2012 年 1 月 

 

三木秀宣、許太如、中原一郎、菅野伸彦：臥位から立位で大きく骨盤後傾する症例の術中股関節可

動域測定。 第 42 回日本人工関節学会、那覇、2012 年 2 月 

 

許太如、三木秀宣、中原一郎：THA術後 1 年時の臥位立位骨盤傾斜。  第 42 回日本人工関節学

会、那覇、2012 年 2 月 

 

中原一郎、中村宣雄、三木秀宣、高尾正樹、坂井孝司、菅野伸彦：若年者（50 歳以下）に対して

Longevity高度架橋ポリエチレンを使用した人工股関節全置換術の 10 年成績。第 42 回日本人工関

節学会、那覇、2012 年 2 月 

 

宮本隆司、玉城雅史、上田孝文：重度内反膝に対する TKAの手術戦略。 第 42 回日本人工関節学



 

 

会、那覇、2012 年 2 月 

 

宮本隆司、玉城雅史、上田孝文：大腿骨内顆骨壊死に対する UKAの臨床成績。 第 42 回日本人工

関節学会、那覇、2012 年 2 月 

 

宮本隆司、玉城雅史、上田孝文：Approachの違いによる MIS TKA後の疼痛および筋力の評価 

－trivector retaining approach と midvastus approach を比較して－。  第 42 回日本人工関節学会、

那覇、2012 年 2 月 

 

玉城雅史、宮本隆司、上田孝文、吉田礼徳：大腿骨コンポーネント後顆部のインプラント厚が伸展・

屈曲 Gap に与える影響。 第 42 回日本人工関節学会、那覇、2012 年 2 月 

 

玉城雅史、宮本隆司、上田孝文、吉田礼徳：Rotating platform 型人工膝関節後に Bearing が Spinout

した 2 例。 第 42 回日本人工関節学会、那覇、2012 年 2 月 
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北口和真、久田原郁夫、角永茂樹、上田孝文、小西英一、児玉良典、真能正幸：左前胸部軟部腫瘍。 

第 130 回関西骨軟部腫瘍研究会、大阪、2011 年 11 月 

 

北口和真、久田原郁夫、角永茂樹、上田孝文：巨大腓骨腫瘍の 1 例。 第 131 回関西骨軟部腫瘍研

究会、大阪、2012 年 2 月 

 

久田原郁夫：大腿多発軟部腫瘍の 1 例。 第 131回関西骨軟部腫瘍研究会、大阪、2012 年 2 月 

 

今嶋由香理、北野元裕、榮森景子、上田孝文：大腿骨遠位骨端線早期閉鎖により脚短縮と外反膝を

呈した１例。第 48 回近畿小児整形外科懇話会、大阪、2011 年 8 月 

 

今嶋由香理、北野元裕、上田孝文：被虐待児症候群と鑑別が困難であった骨系統疾疾患の 2 例。第

49 回近畿小児整形外科懇話会、大阪、2012 年 2 月 

 

玉城雅史、上田譲、中井隆彰、中村俊之、毛利年一、中井毅：人工膝関節置換術後に膝蓋骨骨折を

生じ治療に難渋した一例。第 116 回中部日本整形外科・災害外科学会、高知、2011 年 4 月 

 

許太如、三木秀宣、上田孝文：早期に cup の migrationを生じた Metal on Metal THAの 2 例。第 29

回関西股関節研究会、大阪、2011 年 4 月 

 

河崎敏弘、角永茂樹、久田原郁夫、上田孝文：chronic expanding hamatoma により大腿骨骨幹部の病

的骨折をきたした１例。 第 44 回大阪骨折研究会、大阪、2011 年 12 月 
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Ueda T.   Medical Education and Training System in Japan/ Limb-Salvage Surgery using Megaprosthesis 

in Japan.  Kyungpook National University Hospital Lecture, Daegu, South Korea, 2011 年 10 月 

 
Ueda T.   Multidisciplinary Approach for Bone and Soft-Tissue Sarcomas in Japan.  Kyungpook National 

University Hospital Lecture, Daegu, South Korea, 2011 年 10 月 

 

上田孝文：転移性骨腫瘍における診断・治療の要点。 第 10 回大阪市立大学医学部附属病院がん

プロフェッショナル養成セミナー、大阪、2011年 8 月 

 

上田孝文：日常診療における骨・軟部腫瘍診断のピットフォール。 第 7 回待兼山整形外科病診カ

ンファレンス、豊中、2011 年 12 月 

 



 

 

久田原郁夫：嚢胞性病変の鑑別診断。 第 64 回関西 SKR 勉強会、大阪、2011 年 9 月 

 

久田原郁夫：骨肉腫に対する化学療法。 第 22回小児固形腫瘍研究会、大阪、2011 年 11 月 

 

北野元裕：乳幼児の骨折と虐待について。 第 10 回子ども虐待支援検討会、大阪、2011 年 6 月 

 

三木秀宣：大径骨頭インプラントの有用性。Joint Replacement Update、福岡、2012 年 1 月 

 

三木秀宣：大径骨頭インプラントの有用性。Bearing seminar、大阪、2011 年 6 月 

 

三木秀宣：医師からみた病院選び。よみうり・健康づくり市民の集い、大阪、2011 年 11 月 

 

宮本隆司：Indication  Antero-medial-OA & Other indication.  Oxford Partial Knee Master Course 

Western Japan、福岡、2011 年 4 月 

 

宮本隆司：Surgical Preparation.  Oxford Partial Knee Master Course Western Japan、福岡、2011 年 4

月 

 

宮本隆司：How to make the gap & measurement.  Oxford Partial Knee Master Course Western Japan、福

岡、2011 年 4 月 

 

宮本隆司：Primaryで使用する Constrained Knee Implant.  Constrained Knee Seminar、高知、2011 年

4 月 

 

宮本隆司：関節再建コース UKA(実技).  JOSKAS セミナー、札幌、2011 年 6 月 

 

宮本隆司：Indication  Antero-medial-OA.  Oxford Partial Knee instructional Course、神戸、2011 年 7

月 

 

宮本隆司：Update: Metal ionic analysis before and after TKA using Cobalt-Chrome and 

Oxidized-Zirconium  femoral component.  S&N Knee Users Forum、東京、2011 年 10 月 

 

宮本隆司：中高年によくみられる膝関節疾患の特徴と治療法 診断法、保存治療から最新の手術治

療まで。 大阪市東医師会「学術講演会」、大阪、2011 年 11 月 

 

宮本隆司：Primaryで使用する Constrained Knee Implant.  Constrained Knee Seminar、東京、2011 年

11 月 

 

宮本隆司：General Surgigal Technique -TKA Approach-.  Biomet Hip & Knee Joint Symposium -KNEE 

Course-、東京、2011 年 12 月 

 

青野博之：胸腰椎破裂骨折に対する Short segment temporary fixation. 第 39回大阪脊椎フォーラム、

大阪、2011 年、7 月 

 

 


